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３月８日「もてぎチャンピオンカップレース第１戦」が開催された。 

これが開幕戦となるスーパーFJ モテギシリーズだが 8 台がエントリーしてきた。 

昨年度のチャンピオン岩澤優吾選手、ランキング２位の伊東黎明選手が卒業を果たした為、

ルーキー勢によるレースになるかと思われたが、ルーキーだけでなく、筑波シリーズから

活動の舞台を移したドライバーもいて、顔触れはフレッシュになっていた。 

≪予選≫ 

予選は、未明から早朝まで降り続いた雨によって、あいにくのウェットコンディションでの

走行となった。因みに、もてぎシリーズの開幕戦が雨に見舞われたのは10年ぶりという。 

各車、それぞれ入念にウェットタイヤに熱を入れている。そんな中、いきなり 2 分 23 秒台

に入れてきたのが、昨年ランキング３位の新倉涼介選手だった。 

新倉選手は、そのままタイムを刻み続けて、ラストアタックで 2 分 21 秒 234 をマークし、



決まりかと思われたが、その直後に鈴木千勝選手が2分20秒 673を叩き出して大逆転。

ポールポジションを獲得した。鈴木選手は昨年のランキング６位のドライバーだ。 

３番手はルーキーの松澤亮佑選手が、そして昨年は筑波シリーズで２位入賞の経験を持

つ、杉本涼選手が４番手を獲得。ここまでが 2 分 21 秒台に乗せていた。 

 

ポールポジション 鈴木千勝選手（ZAP SPEED 

10V ED） 

「２年目で、ポールは初めてです。実は２回コー

スアウトしています、ちょっと気負いすぎちゃっ

て（苦笑）。それでも集中力は欠かさずにいられ

て、どこを走ればグリップするか、飛び出す前の

周に分かっていたので、後半勝負と最初から考

えていたこともあり、最後にうまくまとめること

ができました。いちばん前からスタートするのが

初めてなので、平常心でミスなく、自分の走り

ができたら優勝も遠くないかな、という感じはするので、決勝は落ち着いて頑張っていき

たいと思います」 

 

 

 

 

 

 

 

≪決勝レース≫ 

決勝が行われる頃には、もう雨はやんでいたものの、路面は依然として濡れたままだ。 

もちろん全車がウェットタイヤを装着してグリッドに整列することとなった。 

注目のスタートは、ポールシッターの鈴木選手はややホイールスピンさせすぎた感もあっ

たが、新倉選手を前に出すことなく、１コ

ーナーへのホールショットに成功。これに

松澤選手、杉本選手が予選順のまま続い

ていく。 

ピタリと一列に並んだ上位4台は、後続を

早々と引き離しつつある。しかし、３周目

の４コーナーで 3 位を松澤選手のミスを

喫すると、杉本選手が逃さずに続く５コー



ナーでオーバーテイクに成功。また、５周目の最終コーナーでは、新倉選手が姿勢を乱し

たのを再び杉本選手が逃さずとらえ、2 番手に浮上する。 

その間に、いったん 1秒６にまでリ

ードを広げた鈴木選手ではあった

が、勢いに乗る杉本選手はもう止

まらない。９周目のホームストレート

で背後に迫り、続く１コーナーでトッ

プに浮上した。逆に鈴木選手は新

倉選手にもかわされてしまい、最

終ラップの最終コーナでも松澤選

手に抜かれ、表彰台に立つことさ

え許されなかった。 

 悲願の初優勝を杉本選手が飾り、２位は新倉選手でチームメイト同士の１-2 フィニッシ

ュを達成。そして表彰台の独占は松澤選手が阻止することとなった。５位は前田大道選手

が獲得した。 

 

 

ウィナー 杉本涼選手（ZAP SPEED 10V ED） 

「もてぎは初めてで、スーパーFJ で雨を走ったこと

もなかったので、今日ぶっつけ本番でした。予選は

今イチ噛み合わなかったので、決勝ではまずは着い

て行こうと思っていました。スタートに勝負かけよう

というのではなく、後半に勝負かけようというのが

あったんです。それとミスを待っていた、というのも。



自分で詰めるのはレインだと危ないし、ロックしたら終わりだと思っていましたので。前の

ミスをうかがっていたら、まずは松澤くんがミスして、チームメイトのふたりも軽くミスし

たところを刺して、なんとか優勝できました。意外に冷静でした。シフトミスは１回もなく、

ひたすら前のマシンだけを見ていました。筑波では１回、２位になっていますが、優勝は気

持ちいいですね！ 今年はもてぎでシリーズ追いかけて、チャンピオン狙いに行きます

ので、よろしくお願いします！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


